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【医療機関（病院）の名称の記載について】
第7次大阪府医療計画における医療機関の名称については、原則、医療法第7条に基づいて届けられた「正式名称」を記載しています。

【各医療機関の医療機能（どのような医療を提供しているか）について】
本編の中には、治療ごとの医療提供体制の状況についての記載（例：主要ながんの治療を実施する病院）がありますが、平成29年6月時点の情報が基本（疾患や治療内容等によって異なる場合があります）となっていますので、最新の情報については下記ホームページをご覧ください。
大阪府ホームページアドレス（第7次大阪府医療計画）
：http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/keikaku/7osakahuiryokeikaku.html
大阪府医療機関情報システム
：http://www.mfis.pref.osaka.jp
大阪府こころの健康総合センターホームページ「こころのオアシス」
：http://kokoro-osaka.jp/














2025年を見据えた医療提供体制の確保に向けて


我が国では、世界に例のない高齢化が進んでおり、中でも大阪府は、高度成長期の人口流入等の影響により、高齢者数の大幅な増加が見込まれています。
超高齢社会の進展に伴い、とりわけ、団塊の世代のすべての方が75歳以上の後期高齢者となる2025年を見据え、増加・多様化する府民の医療ニーズに応じた、効果的かつ効率的で、切れ目のない医療提供体制の構築や医療と介護との連携促進が喫緊の課題となっています。
こうした状況を踏まえ、第７次大阪府医療計画では、可能な限り府民の皆様が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けられる社会の実現をめざす、地域包括ケアシステムの構築に向け、介護等と連携した医療体制の充実を、基本的方向性としました。
また、日本は世界有数の長寿国です。人生100年時代の到来が叫ばれる中、誰もが心身ともに健康に生きる、健康長寿の社会づくりが求められています。本計画と同時に改訂・策定した「第３次大阪府健康増進計画」、「第３期大阪府がん対策推進計画」等の関連計画とも相互に連携し、医療提供体制の充実にあわせ、健康寿命の延伸にも取組み、安心して暮らし続けることができる大阪の実現をめざします。
そのためには、本計画の取組状況について、地域や府民の視点から効果検証を行いながら、スパイラルアップしていく仕組みを機能させることが重要です。引き続き、大阪府の医療に関わる皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
今回の計画策定にあたり、貴重なご意見・ご提言をいただいた大阪府医療審議会、各二次医療圏における保健医療協議会（地域医療構想調整会議）・関係懇話会・部会等の委員の皆様をはじめ、市町村、関係団体や府民の皆様方には、心からお礼を申し上げます。


平成30（2018）年３月

大阪府知事　松井　一郎
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